
訪問型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）他市との比較 資料３-①

―
訪問型サービスAは、指定訪問介護事業
者が、指定訪問介護事業と一体的に実施
する。
市内事業所がある事業者を指定する。

― 市内の事業者のみを指定
異業種からの参入も視野に入れている。 ―

訪問型サービスAは、指定訪問介護事業
者が、指定訪問介護事業と一体的に実施
する。

指定 指定 指定 指定 指定 指定
類
型

現行の訪問介護相当 訪問型サービスＡ 現行の訪問介護相当 訪問型サービスＡ 現行の訪問介護相当 訪問型サービスＡ

単
価

○国が規定した訪問型サービス（みなし）
の算定構造、単位数と同等

【訪問Ⅰ：週１回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月1,168単位（12,497円）

【訪問型Ⅱ：週２回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月2,335単位（24,984円）

【訪問Ⅲ：週２回を超える程度】
事業対象者・要支援２
　月3,704単位（39,632円）

【訪問Ⅳ：１月に４回まで】
事業対象者、要支援１・２の者
　266単位（2,846円）/回

【訪問型短時間：１月に22回まで】
事業対象者、要支援１．２の者
　165単位（1,765円）/回

※１単位＝10.70円

○有資格者（訪問介護員等）と無資格者と
の賃金水準の差に着目し、単価を17%減
額

【訪問Ⅰ：週１回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月969単位（10,368円）

【訪問型Ⅱ：週２回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月1,938単位（20,736円）

【訪問Ⅲ：週２回を超える程度】
事業対象者・要支援２
　月3,074単位（32,891円）

【訪問Ⅳ：１月に４回まで】
事業対象者、要支援１・２の者
　220単位（2,354円）/回

※１単位＝10.70円

○国が規定した訪問型サービス（みなし）
の算定構造、単位数と同等

【訪問Ⅰ：週１回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月1,168単位（12,170円）

【訪問型Ⅱ：週２回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月2,335単位（24,330円）

【訪問Ⅲ：週２回を超える程度】
事業対象者・要支援２
　月3,704単位（38,595円）

※１単位＝10.42円

○有資格者（訪問介護員等）と無資格者
との賃金水準の差に着目し、単価を16.4%
減額

【訪問Ⅰ：週１回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月977単位（10,180円）

【訪問型Ⅱ：週２回程度】
事業対象者、要支援１・２の者
　月1,954単位（20,360円）

【訪問Ⅲ：週２回を超える程度】
事業対象者・要支援２
　月3,097単位（32,270円）

※１単位＝10.42円

〔事業対象者、要支援１・２の者〕

■訪問Ⅰ：週１回程度
　月1,168単位（12,661円）

■訪問型Ⅱ：週２回程度
　月2,335単位（25,311円）

〔事業対象者、要支援２の者〕
■訪問Ⅲ：週２回を超える程度
　月3,704単位（40,151円）

【訪問型サービスAと併用するとき、下記１
回あたり単価を算定可能とする】
〔事業対象者、要支援１・２〕
・266単位（2,883円）（～4回/月）
・270単位（2,926円）（5～8回/月）
〔事業対象者・要支援2〕
・285単位（3,089円）（9～12回/月）

※１単位＝10.84円

○有資格者（訪問介護員等）と無資格者
との賃金水準に着目し、単価を10%減額

【週１回程度の利用】
事業対象者、要支援１・２の者
　239単位(2,590円）/回
　　　　　　　　（１月に４回までの利用）
1,167単位（12,650円）/月
　　　　　　　　（１月に５回以上のとき）

【週２回程度の利用】
事業対象者、要支援１・２の者
　243単位（2,634円）/回
　　　　　　　　（１月に５～８回の利用）
2,187単位（23,707円）/月
　　　　　　　　（１月に９回以上の利用）

【週２回を超える程度の利用】
事業対象者・要支援２
　257単位（2,785円）/回
　　　　　　　　（１月に９～１２回の利用）
　3,341単位（36,216円）/月
　　　　　　　　（１月に１３回以上の利用）
※１単位＝10.84円

加
算

初回加算　２００単位
生活機能向上連携加算　１００単位
介護職員処遇改善加算　～８．６％
同一建物減算：所定単位数×９０％
サービス提供責任者体制減算
　　　　　　　　　：所定単位数×７０％

初回加算　２００単位
同一建物減算：所定単位数×９０％
サービス提供責任者体制減算
　　　　　　　　　：所定単位数×７０％

初回加算　２００単位
生活機能向上連携加算　１００単位
介護職員処遇改善加算　～８．６％
同一建物減算：所定単位数×９０％
サービス提供責任者体制減算
　　　　　　　　　：所定単位数×７０％

初回加算　２００単位
同一建物減算：所定単位数×９０％

初回加算　２００単位
生活機能向上連携加算　１００単位
介護職員処遇改善加算　～８．６％

初回加算　２００単位
介護職員処遇改善加算～８．６％
（要件、加算率は現行と同じ。）
同一建物減算：所定単位数×９０％
サービス提供責任者体制減算
　　　　　　　　　：所定単位数×７０％

ー ー ー
■２３事業者を指定
事業者は、訪問介護事業所、シルバー人
材、NPO法人
■利用が伸び悩んでいる。

ー

■ 訪問型緩和基準によるサービスの参
入事業者が少ない。
■ 訪問型緩和基準の人材確保が難し
い。研修受講しても、就労に繋がっていな
い。

ー

【研修時間】　約15時間
【カリキュラム（予定）】
①介護保険制度の理解　②職務の理解
③尊厳の保持と自立　④高齢者の理解
⑤認知症の理解　⑥コミュニケーション技術
⑦生活支援技術1　⑧生活支援技術2
⑨介護現場の理解（講義）　⑩リスクマネ
ジメント、緊急時の対応　⑪就業に向けて
＋現場研修（訪問介護事業所にて）２回

ー

【研修時間】11～14時間
【カリキュラム（予定）】
①高齢者の現状と介護保険　②総合事業
と生活支援・介護予防　③高齢者の特性
理解　④利用者への接し方　⑤生活支援
の実際　⑥リスク管理（講義）　⑦リスク管
理（実技）　⑧認知症の理解と対応　⑨今
後の活動支援
＋活動未経験者向け2日間の実習や講義等

ー

【研修時間】11～14時間
【カリキュラム（予定）】
①コミュニケーション技術・援助のマナー
②自立に向けた支援・生活と家事　③高
齢者の健康・からだ　④安全の確保・緊急
対応、個人情報の取扱い　⑤認知症の理
解　⑥グループ演習
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現行の訪問介護相当

サービスＡ（緩和した基準によるサービス）

現行の通所介護相当

サ
ー

ビ
ス

自治体名

事業開始時期

訪問型

通所型 ーー 通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）・ミニデイサービス

柏市

平成28年2月

現行の訪問介護相当

サービスＡ（緩和した基準によるサービス）

現行の通所介護相当

船橋市

平成28年3月

現行の訪問介護相当

サービスA（緩和した基準によるサービス）

現行の通所介護相当

通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）・運動機能向上デイサービス

佐倉市（案）

平成29年4月

1/1 ※他市の情報は、HP等掲載情報及び研修会資料により作成しています。


